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国語科における探究的な学習を実現するための 

単元構成の工夫・改善 
 

森 谷   剛 ・ 髙 橋 亜 矢 ・ 髙 井 太 郎 

 

Ⅰ はじめに 

 平成２９年度の教育研究大会で本校国語科が公開した授業は「「日本の◯◯の魅力」という文章に必要

な情報を考えよう」を学習課題として，生徒同士が，どのような情報を取り入れていくべきなのかを授業

前半部で理解し，授業後半部では生徒個々が書いた文章を推敲しながら，投書記事にするためには，どの

ような情報を加えていけばよいのかを，話し合い活動を通して考える１時間であった。この授業を設計

するにあたっては，下記，２点の計画を作成した上で，１単位時間の授業を設計している。 

 

 （１） 国語科が育成を目指す資質・能力を適切に配置する年間指導計画の作成 

 （２） 年間指導計画に基づき，資質能力の育成を目指す単元構成の作成 

 

Ⅱ 単元（授業）設計の意図及びその計画（Plan） 

（１） 国語科が育成を目指す資質・能力を適切に配置する年間指導計画の作成 

 新学習指導要領で重視されているカリキュラム・マネジメント。また，本校の研究における「学びの地

図」に基づいた各教科等の単元のデザイン。これらを実現するためには年間指導計画の中で，国語科が育

成を目指す資質・能力を明確にした年間指導計画の作成が必要である（資料１「平成２９年度 年間単元

配列シート【国語科】」参照）。 

 

資料１ 
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 この年間指導計画は，国語科において育成を目指す資質・能力を３つの柱（「知識・技能」「思考力・判

断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」）に基づいて整理し，また，本校で育成を目指す「情報活

用能力」「市民として求められる資質・能力」が，国語科の授業において，どの時期に，どのように育成

しているのかを明確にしたものである。現行の学習指導要領での領域も示しておくことで，よりその単

元の中で，どのような生徒の活動が行われているのかが明確になると考えて作成した。 

 今年度の公開授業の授業設計においては，第２学年の「二 関係を掘り起こす」という単元で育成を目

指す資質・能力の３つの柱や，「情報活用能力」「市民として求められる資質・能力」の育成を単元の中で，

バランス良く配置した上での１単位時間の授業となっている。 

 今後は，この年間指導計画に基づいた授業実践を行いながら，授業者自身はもちろんのこと，生徒の授

業後の反省や評価等も参考に，計画を見直し，改善を行いながら，資質・能力の育成を図っていくことが

必要である。PDCA サイクルを活かし，年間指導計画を改善していくことが，新学習指導要領で求めら

れているカリキュラム・マネジメントであり，誰もが今，何のために授業を行っているのかが理解できる

「学びの地図」の作成にもつながると考えている。 

 

（２） 年間指導計画に基づき，資質能力の育成を目指す単元構成の作成 

 本単元で育成を目指す資質・能力を明確にしたものが、資料２「資質・能力シート」である。 

 上記に示した「資質・能力シート」は，今年度公開した授業の第２学年「二 関係を掘り起こす」の単

元におけるものである。これらの資質・能力を育成する単元構成を考えるにあたり，３つのポイントを単

元の中に取り入れていくこととした。 

 

 １．言葉の働きや役割，文章の構造等についての理解を促すこと。 

 ２．情報をいろいろな立場や視点から吟味し，自分の考えをまとめること。 

 ３．自分のものの見方や考え方を広げ，深めること。 

 

 この３つのポイントを授業場面に設定できる単元を作成することを意識して，本単元の教材研究を進

めていった。 

 本校では教育出版の教科書を採用している。第２学年「二 関係を掘り起こす」という単元では，「日

本の花火の楽しみ」「新聞の投書記事を書く」という２つの教材が掲載されている。この２つの教材を関

連付け，更には資質・能力の育成を図る上での３つのポイントを意識して単元構成を作成したものが，

「単元デザインシート」である（資料３「単元デザインシート」参照）。    

 資質・能力の育成における３つのポイント，また，２つの教材を関連付けた単元を構成すること。単元

前半では「日本の花火の楽しみ」という教材を使用しながら，言葉の働きや役割，文章の構造等に着目さ

せ，筆者のものの見方や考え方を読み取らせることとした。そして，「日本の◯◯の魅力について」とい

うテーマを設定し，書く活動を通して自分の考えをまとめさせることとした。 

 単元後半では「新聞の投書記事を書く」という教材を使用しながら，投書記事の特性に気づき，どのよ

うな情報が投書記事には必要なのかを考える授業場面を設定した。 

 ２つの教材について関連付けるために，単元前半でまとめた「日本の◯◯の魅力について」の自分の考

えを，投書記事にするためにはどのような情報を入れていけばよいのか，という視点を持って再構築さ
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せ，実際に投書記事を書くという活動を取り入れた。その際に話し合い活動を導入し，他者に自分の文章

を読んでもらい，どのような情報が不足しているのかをアドバイスをもらう場面等も取り入れていくこ

とを単元構成の中で考えていきながら，本単元を通して，主体的で対話的な深い学びの実現も図ること

ができる単元構成を作成した。 

 

資料２                      資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 単元（授業）の実際（Do） 

（１）単元の実際（DO） 

 単元の計画が明確に示されているため，生徒も各単位時間に目的を持って教材を読み進めたり，集中

して活動に取り組む姿が見られた。 

 特に，単元デザインシートでの４時間目の授業では，次時に「日本の◯◯の魅力」について，自分の考

えをまとめるという時間が設定されているため，４時間目の「結論の述べ方や文末表現に着目し，筆者の

ものの見方や考え方について話し合う」活動においては，それぞれが教材を読み込み，表現の意図につい

て活発に意見を出し合う姿が見られた。 

 筆者の文末表現の工夫を，自分の考えをまとめる際に参考にする生徒が多かったのは見通しを持つ学

習活動が成立していたからに他ならない（資料４・資料５参照）。 
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資料４ 次の文末表現にはどのようなはたらきがあるのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 文末表現の効果を活用した自分の考えのまとめ 
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                      資料６ 話し合い活動からわかったこと 

（２）授業の実際（DO） 

 公開した授業は単元での７時間目の授業で 

ある。生徒は「日本の花火の楽しみ」という 

教材から，筆者のものの見方や考え方を捉え 

たり，文末表現を工夫する等の手法を身につ 

けている。 

 「新聞の投書記事を書く」という教材から 

は，主張を裏付ける根拠の必要性や，調べて 

わかったこと・自分の体験や経験・他者の意 

見という３つのパターンの具体例の用い方を 

理解している。また，実際の新聞の投書記事 

を集めて，４つの視点から投書記事を読み比 

べ，どのような文章が投書記事と成り得るの 

かを話し合い活動を通して考えを深めている。 

 

 実際の授業においては，生徒が新聞の投書 

記事の４つの視点から仲間にアドバイスを送 

っていたり，実際に書かれた文章の，文末表現の効果などについて活発に意見交換を行う姿が見られた。

また，本校では ICT 活用の１つとして，生徒１人１人にタブレット端末が配布されており，仲間の作成

した文章を，タブレット端末を活用して，他の３名が瞬時に目を通して，的確なアドバイスを送ることも

できていた。参観された先生方からは，「国語科として，１つのタブレット端末の活用の形を見ることが

できて参考になった」との声を頂くこともできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           写真１ 生徒がタブレットを活用し，他の生徒の作文を読み，アドバイスを考える。 
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 写真２ 話し合い活動中に授業者がアドバイスを送る 

 

Ⅳ 生徒の達成状況及び参観者の質問・意見等を踏まえた評価（Chack） 

 本単元を通して育成を目指す資質・能力は個々のワークシートを見る限り，概ね達成することができ

ている。ただし，育成を目指す資質・能力の「社会生活における諸課題について，事実をもとにいろいろ

な立場や視点から考察し，自分の考えをまとめる力」については課題が残った。「日本の◯◯の魅力」に

ついて，自分の考えを書く際に，どうしても「日本の花火の楽しみ」で花火というものに焦点を当てた教

材を読んでいたために，伝統芸能という枠に縛られたテーマで自分の考えを書く生徒が多かった。より

自由に，社会生活の中からテーマを選ばせる配慮が必要であった。次年度はこの反省を生かして，本単元

を修正していきたい。 

 参観者からも本時の授業の中で，仲間からのアドバイスをもらい，自分の文章を再構築していく姿は

素晴らしかった，等の意見を頂いた。対話的な活動が保証されていた故の意見であったと考える。ただ，

教師からのアドバイスももらいたかったのでは，等の話し合い活動についての意見も頂いたので，次年

度は教師からのアドバイスも伝えることができる手法を考え，この時間に取り込んでいきたいと考えて

いる。 
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 写真３ 授業後の教科別分科会の様子 

                        写真４ 

                        教科別分科会の後半ではワークショッ       

ップを導入し，参観者の方々から多 

                         様な意見を頂く 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 次年度同単元（授業）及び今後の単元（授業）設計の改善の方向（Act） 

 次年度の同単元において，前述した「社会生活における諸課題について，事実をもとに様々な立場や視

点から考察し，自分の考えをまとめる力」の育成が足りなかった。「日本の花火の楽しみ」という教材か

らは，生徒が伝統芸能の魅力を語りたくなるのは至極自然の流れである。次年度は，この資質・能力の育

成は，同単元の中で行うべきではなく，他の単元の中で育成していくことが妥当であると考え，どの単元

が適切なのかを年間指導計画を再考しながら検討中である。 

 また，本単元５時間目の「日本の◯◯の魅力」について４００字程度の文章で書くという時間を先に行

い，その後，「新聞の投書記事を書く」という教材に入り，文章の再構築を行ったが，生徒は自分の文章

を書き直すという部分において，モチベーションを下げる場面も見られた。単元の流れとしては「日本の

花火の楽しみ」という教材を学習した後に，「日本の◯◯の魅力」について，文章を書かせるのではなく，

メモ程度のまとめに留めておき，「新聞の投書記事を書く」という教材で，投書記事とはどのようなもの

かについて理解を深めさせた上で文章を書かせるという流れの方が，今年度実施の流れ以上に，学習課

題を意識して取り組めるのではないかと考え，同単元の見直しを図っていきたい。 

 今後も，各単元のデザインシートで授業を進めていき，授業者から見た生徒の達成状況，並びに生徒自
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身による達成状況を踏まえていきながら，各単元における課題を明確にしていき，適宜，改善を図ってい

きたい。 

   

Ⅵ おわりに 

 「国語科における探究的な学習を実現するための単元構成の工夫・改善」を研究主題として今後も研究

を進めていく。年間指導計画や単元構成。更には育成を目指す資質・能力の見直し・改善を適宜進めてい

くこと。また，単元構成を意識した１単位時間の授業実践を積み重ねていき，生徒の達成状況や授業者の

反省等も踏まえながら，見直し・改善を適宜進めていくこと。つまりは，日々の実践を通しながら，カリ

キュラム・マネジメントを行い続け，平成３２年度（中学校学習指導要領全面実施の前年度）に他校が教

育課程編成等において参考とすることができる「学びの地図」の完成・提供に向けて，研鑽を積み重ねて

いきたい。 
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